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。医学が医学自体として独立した学問であると同時
に，他の関連学科はもとより人間社会と深いつながりを
持っているように，医学の中のひとつひとつの専門科目
においても，それ自身の特殊性は当然もちながらも，他
と切り離しては寄在しえない面を多分に有していること
は明らかなことマす。
臨床放射線医学という他科とはやや趣の異なった， し
かも他科との関連のきわめで深い領域から，そのあり方
について書かれた寛先生の巻頭、は，単に放射線科のみな
らず，すべての診療科のあり方について示唆するところ
が大きいものと思います。慎重に，しかしできるだけ早
く，理解を深め，解決への道を探す努力を息つてはなら
ないと思います。
。本号には小林・竹内両名誉教授が，退官を前にして
なされた最終講義の要旨をまとめていただいたものを 2
篇の総説としました。研究者としての長い間の業績の集
大成を， 2時間の講義におさめることすら，無理であ
り，もったいない気がするのですが， それをさらに 20
枚程度の原稿にまとめることは容易なことではないと思
います。
読者も同じ思いでしょうが，編集委員会としても，紙
数を気にせずにゆっくり書いていただきたいというのが
本心です。しかしものごとにはすべて制約があります。
投稿規定や経済状態などに51っぱられて，今回は心を鬼
にしてこの程度にまとめていただ‘きました。現に竹内先
生からは 2篇に分けてはいけないかと遠慮しいしいのお
申出がありましたが，それすらもおゆるし願った次第で
した。
。ふたつの総説の内容についてくだくだしくご紹介す
る必要はありますまい。見事に凝縮された行聞からあふ
れ出てくる含蓄を十分におくみとり下さい。
編集委員会は会計・総務・集会委員会と相たずさえ
て，このような総説がたっぷり書いていただ、けるような
雑誌に成長するよう，今後とも力を尽したいと考えてお
ります。
。原著は 3篇で 46巻中では最も少ないものになりま
した。前の 3号が篇数，頁数とも最大でありましたの
で， うめ合わせともいえるかも知れませんが，この 3篇
はひとつが移植免疫反応に関するもの，ひとつは発がん
性ガスによる肺がんおよびその前段階症状の発生に関す
るもの，他のひとつはし尿処理に関するもので，いずれ
も目ド問題とされているものへの貢献度の高い論文と思
われます。
。今回は久しぶりに“あたらしい薬"が巻末にまとめ
られました。すでに 15，16となり，担当の麻生，村山
両先生も全くベテランとなって，定められた頁の中にぴ
ったりと収っていますが，それだけに記載を割愛した部
分もあるようです。さらに詳細に知りたい方は，直接両
先生にお問い合わせ下さい。
。三橋先生の診療余話は，人間の本能にもかかわり合
いのある泌尿器科から世相をみたもので，世のうつり変
わりや，ひとときの流行などといった所まで興味深く，
専門を通したひとつの眼がここに光っていたと思わせま
す。降矢先生の診療のための検査は， ピリルピンについ
て，この号と次号とにわたって書かれています。理論，
分類から実際の検査の詳細にわたって，広い経験にもと
づいて解説されているもので， 2号合わせてお読み下さ
るよう，おすすめします。
。学会記事は皮膚科の 44年における 3談話会が載せ
られました。また雑報として日本学術会議会員選挙につ
いて，第 18回日本医学会総会について， があります。
学術会議については，その会員の選出法からすでに問題
のあるところですが，意義をもって存在するかぎり，十
分に機能していただきたいと思います。選挙は 46年秋
に行なわれる予定です。医学会総会は 46年4月5 7"， 
日，入会申込は 46年 2月末日までです。 その他の詳細
は記事をお読み下さい。
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